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I.目 的 近 年、施設畑 は急激 に増加 し、団地規模 での用水確保 が問われている。

また、施設畑は露地畑 よ りも栽培管理に多 くの労力 を必要 とす るため、水管理の省

力化 も求め られている。そ こで本研究では、国営団地内の雨除けハ ウスを対象に、

潅水の省力化 と用水節減のために 自動潅水装置の実用化試験 を実施 し、 自動潅水装

置による水管理の方法について検討す る。

工.方 法 保 木 ヶ谷団地内の雨除 けハ ウス (トマ ト畑)を試験圃場 とし、農家の水管

理区を 1つ 、自動潅水試験 区を 3つ 設 けた。自動潅水試験 区では深 さ 10cmの土壌水

分張力 をテ ンシオメー タに よ り測定 し、その値が潅水開始点 (p F2.0)に達す ると電

磁弁が開き 自動潅水 され る。調査項 目を以下に示す。① l日 の総潅水量 :積 算量水

メー タを設置 し潅水前後の読みか ら求めた。②土壌水分張力の変化 :深 さ 10、20、

30、40cmに テンシオメー タを埋設 し土壌水分張力の時間変化を測定 した。③地温の

変化 :耀 水 による地温への影響について調べた。④生育調査 :草 丈、段数、実の大

きさ、根の状態 について調査 した。⑤気象条件 :ハ ウス内外に気象機器 を設置 し、

各種気象データを測定 した。⑥ 土壌 の物理性 :各 種実験 を行ない試験区 ごとの土壌

物理性 に差がない ことを確認 した。

II.試 験 区の構成

農 家 の水 管 理 区 (試験 区

1)と、潅水 開始点 を p F2.0

と し 1日 の最 大潅水回数 を

12回 とす る 自動 潅 水試 験

区 (試験 区 2、3、4)を設 け

た。 自動潅 水試 験 区の 1回

の潅水 時間 を表 に示す。

IV.結 果お よび考察  自 動潅水期間の総潅水量は試験 区 1で 396.6mm、試験区 2で

312,9mm、試験区 3で 368.4mm、試験区 4で 290。4mmと なった。最 も耀水量の少なか

った試験区 4で は試験区 1と 比較 して潅水量が約 73%に 抑 え られ た。しか し全試験

区において浸透損失が発生 してお り、用水節減 を 目的 とす る自動耀水 としては改善

すべ き点である。潅水前後の土壌水分張力の変動幅 については、 自動潅水試験 区の

中では試験 区 4で 最 も小 さくなつた。 また、地温の上昇 している 日中に潅水 を行な

つて も、地温が急激 に低下す るとい う現象 は確認 されなかつた。 さらに、生育調査

では、根の様子や実の付 き方に若千の違いが見 られた ものの、他 の項 目においては

ほ とん ど差 は見 られなかつた。以上の結果か ら、1回 の耀水量 を少な く、潅水頻度

を高 くす ることによ り、 ト マ トの裂果の原 因 となる潅水前後の土壌水分張力 が抑制

され、また用水 も節減 され ることが明 らかになった。 よって、 自動潅水 による水管

理の方法 としては 『少量頻繁耀概』が適 してい ると考 え られ る。

表 :自 動潅水試 験 区の 1回 の潅水 時 間

試 験 区 2 試験 区 3 試験 区 4

6/11-6/18 5分 3 . 5分 2.5分

6/18-7/16 10分 7 . 5分 5分

7/16-9/10 20分 15分 104か

9/10-9/12 10分 7.5分 5分
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